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～ひとこと～

新年度が始まる４月。入学式で背負う子ども達のランドセルの色も昔と違って色鮮やかになりましたよね。そして

新年度になると行っていた身体測定でも昔と今で変化しています。昔は当たり前にあった座高測定ですが、今は実

施されていません。現在は身長と体重の成長曲線によって座高を測定しなくても発育を確認できるようになってい

るためだそうです。“座高が高いとちょっと恥ずかしい(*ﾉωﾉ)・・・”という思いをした方もいるのではないで

しょうか？今の子ども達はそんな経験をせずに済むのですね(^o^)！
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編集者

米沢営業所

バリが出ないゼロバリドリルにアルミ・アクリル・銅・真鍮・クロス

穴用ＸＳシリーズが加わりました。(３Ｄタイプ) 今まで手間がか

かっていたクロス穴や非鉄金属や軟鋼の抜けバリを大幅に改善

でき、ドリル外径Ｈ７プラス公差でリーマ仕上並みの精度が期待

できます。サイズはФ１～Ф１６まで０．１ｍｍ単位であります｡他

にロングタイプやファイバー用の刃型のシリーズ等､豊富なライン

アップがありますので、一度ご相談ください。

ボディーに特殊アルミニウム合金､軸受には新素材を採用しており、

ジャーナルジャッキと比較して小型軽量、全高も低く、持ち運びが

便利です｡油圧式ジャッキに適さない重量物の心出し・位置合わせ

に適しています。機械のレイアウト変更の際に是非ご活用ください。

・デジタル回転数表示機能

・便利なポーズ機能（一時停止）

標準搭載!!

マキシマネオトルクセット（セット内容）
・トルクタイプハンドピース・・・ＰＨＰ３５

・マキシマネオコントローラー・・・ＮＳＣ９０

・バリアブルフットペダル・・・・・・・ＴＰＦ１００

・ハンドピーススタンド・・・・・・・・・ＴＲＣ０２

・カーボンブラシ ・コレットチャック交換用工具

・保護メガネ ・保護マスク

新設計のコントローラーにより更なるパワーアップと新機能

を搭載したニューモデルです。優れた防塵能機能と回転精

度で、精密作業はもちろん、超強力NDマグネットを採用した

ハンドピースにより各種金型研磨からバリ取りまでパワフル

にこなします。

とっても軽く、持ち運びに便利！！

・機械工作芯出し用

・精密機械移動用

・建築・高所作業用

・重機械微移動用

４月号

ゼロバリＸＳの優れた特徴

用途

●ベアリングの代わりに新素材低摩性パッドを使用しています。

●ハンドル棒は2本に分割してあり、接続して使用します。

●アルミ製という性質上、火気を避けたがる現場にも使用可能です。

特徴

※従来のジャーナルジャッキとの比較

（揚力：150ｋＮの場合）

マキシマシリーズが更にパワーアップ！！

コレットチャック Φ3.0mm仕様

最大トルク:6.5Ncm

Max.35,000min-1

定価:￥98,000（税抜）

【 ＭＯＡ３５ＳＴ-φ３．０ 】
キャンペーン

特別価格
（現在5/15迄）

鉛フリー対応のデジタル温度調整はんだこて

定価：￥7,200（税抜）ＰＸ-２８０

定価：￥7,900（税抜）ＰＸ-２８０Ｅ
（３芯プラグ）

【 ＭＯＡ３５ＳＴ-φ２．３ 】

定価:￥98,000（税抜）

コレットチャック Φ2.34mm仕様

最大トルク:6.5Ncm

Max.35,000min-1

アルゴファイル

従来の温度調整可能はんだこてはダイヤル式がほとんどでしたが、goot（グッ

ト）のはんだこてにボタン式が出ました。暗証番号方式でキーロックが可能で、

不要な温度変更を簡単に防げます。また、スリープ機能でこて先の酸化を

守ったり、使用停止後一定時間が経過すると自動的に電源をOFFにするなど、

サポート機能もしっかりついています。200℃～500℃まで対応で、立ち上が

りから約30秒で350℃まで加熱します。ミドルクラスのステーションはんだこて

に匹敵する加熱性能で、連続作業にも対応する一台です。

ファインカーブフルート

波形3D複合R形状で欠損リスクを

抑制し抜群の切削と切屑排出を実現

スペシャルウェーブ

波形3D複合R形状で切削抵抗を1/4に。

負荷を回転方向へと移動させることで

バリを抑制。

XZRシンニング

複合Rシンニングにより、

負荷の少ない食いつきと、

位置決めが可能

スパイラルリーマ

穴側面を綺麗に仕上げるリーマ形状



健康機器

産業機器

機械工具
住設建材

ライフ

工作機械

開催時間

10：00AM～5：00PM

来場には事前登録が必要です

来場には事前登録が必要となります。

お手数ですがＱＲコードもしくはどてらい市公式ＷＥＢサイトにアクセスいただき、来場登録をお願いします。

https://www.tohoku.doterai.com ▶事前登録後、入場パスが発行されます。

プリントアウトしてお持ちください。


